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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公開番号】特開2020-36743(P2020-36743A)
【公開日】令和2年3月12日(2020.3.12)
【年通号数】公開・登録公報2020-010
【出願番号】特願2018-165215(P2018-165215)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ  13/53     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/472    (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/532    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   13/53     ２００　
   Ａ６１Ｆ   13/472    ２００　
   Ａ６１Ｆ   13/532    ２００　

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月3日(2021.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　また、吸収性コア２０は、中間コア部２２において、幅方向Ｙ中央に高坪量部４が設け
られ、その両側に低坪量部２５が設けられている。
　そして、高坪量部４は、幅方向Ｙ中央に高坪量高厚み部４１と、高坪量高厚み部４１と
低坪量部２５との間に、高坪量高厚み部４１より厚みが薄い一対の高坪量低厚み部４２を
有する。高坪量低厚み部４２は、低坪量部２５に加えられた大腿部からの力を高坪量高厚
み部４１に伝播し難くする。このため、高坪量高厚み部４１が不要な変形をし難くなるの
で、装着者の排泄部へ高坪量高厚み部４１が密着し易くなり、フィット性が向上する。更
に、排泄部と対向する領域及びその周辺である中間コア部２２における変形は、局所的に
高い剛性を生じることにより、装着者の肌との強い擦れ感を招くおそれがあるが、括れ領
域２２ｓの存在によって、低坪量部２５及び高坪量低厚み部４２の変形も抑制されている
ので擦れ感が低減される。
　また、本発明の構成は、吸収性能へも良好な影響を与える。高坪量低厚み部４２の存在
によって、高坪量高厚み部４１が不要な変形をし難くなることにより、装着者の排泄部へ
高坪量高厚み部４１が密着し易くなる。排泄部から排出された体液を吸収性コア２０内部
へ引き込み易くなるので、高坪量部４が多くの体液を保持し易くなり、括れ部において体
液の横漏れが抑制されうる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　以下、高坪量部４の幅、高坪量高厚み部４１の幅、高坪量低厚み部４２の幅、低坪量部
２５の幅は、高坪量部４の幅が前後方向Ｘに関して均一でない場合には、高坪量部４の幅
が最も大きい部分において、幅方向Ｙに仮想線を引いた箇所における幅である。
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　中間コア部２２の幅方向中央域に配される高坪量部４の幅は、好ましくは１５ｍｍ以上
であり、更に好ましくは２０ｍｍ以上であり、そして、好ましくは６０ｍｍ以下であり、
更に好ましくは５０ｍｍ以下である。当該幅をこのような範囲とすることで、十分な吸収
量を確保することができる。
　高坪量部４は、その両側部が圧縮されることによって局所的に厚みが減じられた高坪量
低厚み部４２を有する。このように厚みが減じられることにより、装着時のごわつき感が
低減される。
　図３に示すように、高坪量高厚み部４１の幅ａは、好ましくは１０ｍｍ以上であり、更
に好ましくは１５ｍｍ以上であり、そして、好ましくは４０ｍｍ以下であり、更に好まし
くは３０ｍｍ以下である。吸収性コア２２の突出部となる高坪量高厚み部４１の幅をこの
ような範囲とすることで、装着者の排泄部へのフィット性を高めることができる。
　擦れの発生を抑制しつつ、吸収された液を前後方向Ｘに拡散する観点から、高坪量低厚
み部４２の幅ｂは、好ましくは２ｍｍ以上であり、更に好ましくは３ｍｍ以上であり、そ
して、好ましくは１０ｍｍ以下であり、更に好ましくは７．５ｍｍ以下である。
　また、側方部４４の幅ｆは、高坪量低厚み部４２の幅ｂよりも広いと、鼠蹊部でのナプ
キン１０による擦れが一層抑制されるので、好ましい。側方部４４の幅ｆは、好ましくは
１０ｍｍ以上であり、更に好ましくは１２ｍｍ以上である。そして、好ましくは３０ｍｍ
以下であり、更に好ましくは２５ｍｍ以下である。低坪量部２５の幅ｃは、好ましくは５
ｍｍ以上であり、更に好ましくは７．５ｍｍ以上である。そして、低坪量部２５の幅ｃは
、好ましくは３０ｍｍ以下であり、更に好ましくは２０ｍｍ以下である。
　側方部４４の幅ｆは、高坪量低厚み部４２の幅ｂの、好ましくは２倍以上であり、更に
好ましくは２．５倍以上であり、そして、好ましくは５倍以下であり、更に好ましくは４
倍以下である。
　また、高坪量低厚み部４２の幅方向Ｙにおける寸法ｂは、括れ被覆部３４の幅方向Ｙに
おける寸法ｄよりも小さいことが好ましい。括れ被覆部３４の幅ｄは、好ましくは５ｍｍ
以上であり、更に好ましくは１０ｍｍ以上であり、そして、好ましくは３０ｍｍ以下であ
り、更に好ましくは２０ｍｍ以下である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
（１）
　前後方向の両端部側に位置する前方コア部及び後方コア部と、前記前方コア部及び前記
後方コア部の間に位置する中間コア部とを有する吸収性コアを具備する吸収性物品であっ
て、前記中間コア部は、前記前方コア部及び前記後方コア部よりも、前後方向に直交する
幅方向の長さが短く、前記中間コア部は、幅方向中央域に位置し、前記前方コア部及び前
記後方コア部よりも坪量が高い高坪量部と、幅方向両側方域に位置し、前記高坪量部より
低い坪量を有する低坪量部と、を有し、前記高坪量部は、幅方向中央部に位置する高坪量
高厚み部と、前記高坪量高厚み部の幅方向両側に位置する前記高坪量高厚み部よりも厚み
が薄い高坪量低厚み部と、を有する、パッド型吸収性物品。
（２）
　前記低坪量部の幅方向における寸法は、前記高坪量低厚み部の幅方向における寸法より
も大きい、前記（１）に記載のパッド型吸収性物品。
（３）
　前記高坪量低厚み部は、前記中間コアの前後方向全長に亘って配置される、前記（１）
又は（２）に記載のパッド型吸収性物品。
（４）
　前記中間コア部は、前記高坪量低厚み部と前記低坪量部との間に前後方向に亘って前記
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低坪量部よりも坪量の低い第１の溝部を有する、前記（１）から（３）のいずれか1つに
記載のパッド型吸収性物品。
（５）
　前記吸収性コアは、前記中間コア部と前記後方コア部との境界に、前記低坪量部よりも
坪量が低い第２の溝部を有する、前記（１）から（４）のいずれか１つに記載のパッド型
吸収性物品。
（６）
　前記吸収性コアは、前記前方コア部と前記中間コア部との境界に、前記低坪量部よりも
坪量が低い第２の溝部を有する、前記（１）から（５）のいずれか１つに記載のパッド型
吸収性物品。
（７）
　前記中間コア部は、前記高坪量低厚み部と前記低坪量部との間に前後方向に亘って前記
低坪量部よりも坪量の低い第１の溝部を有し、
　前記第２の溝部は前記第１の溝部と連通している、前記（５）又は（６）に記載のパッ
ド型吸収性物品。
（８）
　前記前方コア部は後端にテーパ部を有し、前記後方コア部は前端にテーパ部を有する、
前記（１）から（７）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（９）
　前記前方コア部、前記中間コア部及び前記後方コア部は、前後方向に延在する縦溝部と
幅方向に延在する横溝部を有する、前記（１）から（８）のいずれか１つに記載のパッド
型吸収性物品。
（１０）
　前記高坪量低厚み部の坪量と、前記高坪量高厚み部の坪量とは、坪量の高い方と坪量の
低い方の差を坪量の高い方で除した値が２０％以内であることが好ましく、１０％以内で
あることがより好ましい、前記（１）から（９）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性
物品。
（１１）
　前記前方コア部は後端にテーパ部を有し、前記後方コア部は前端にテーパ部を有し、前
記テーパ部は、それぞれ、その幅を前記中間コア部に向けて減少させる、前記（１）から
（１０）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（１２）
　前記中間コア部は、前記吸収性コアの前後方向中間部に位置する一対の括れ領域の間に
形成され、
　前記吸収性コアは、コアラップシートで覆われており、前記中間コア部の側縁部より幅
方向外方では、前記前方コア部及び前記後方コア部の間に前記コアラップシートが架け渡
されることで、前記中間コア部の外縁部から前記括れ領域に延出する括れ被覆部を有する
、前記（１）から（１１）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（１３）
　前記括れ被覆部の内部には前記吸収性コアを構成する吸収部材は存在しない、前記（１
１）に記載のパッド型吸収性物品。
（１４）
　前記高坪量低厚み部の幅方向における寸法は、前記括れ被覆部の幅方向における寸法よ
りも小さい、前記（１１）又は（１２）に記載のパッド型吸収性物品。
（１５）
　前記中間コア部の低坪量部には当該低坪量部を幅方向に分割する縦溝部が存在せず、前
記前方コア部及び前記後方コア部は、それぞれ、前記低坪量部の前方及び後方に縦溝部を
有する、前記（１）から（１４）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（１６）
　前記高坪量部の幅は、前方部及び後方部で漸次減少する形状である、前記（１）から（
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１５）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（１７）
　前記高坪量部の前端部及び後端部では前記高坪量低厚み部が存在せず、前記中間コア部
における前後方向領域では、前記低坪量部の幅は、該低坪量部の前後方向の中間部側から
両端部に向かって、漸次増加する、前記（１）から（１６）のいずれか１つに記載のパッ
ド型吸収性物品。
（１８）
　前記高坪量高厚み部の密度は、０．０７３ｇ／ｃｍ３以上であり、更に好ましくは０．
０９１ｇ／ｃｍ３以上であり、そして、好ましくは０．１８２ｇ／ｃｍ３以下であり、更
に好ましくは０．１６４ｇ／ｃｍ３以下である、前記（１）から（１７）のいずれか１つ
に記載のパッド型吸収性物品。
（１９）
　前記高坪量低厚み部の密度は、好ましくは０．１１４ｇ／ｃｍ３以上であり、更に好ま
しくは０．１４３ｇ／ｃｍ３以上であり、そして、好ましくは０．２８６ｇ／ｃｍ３以下
であり、更に好ましくは０．２５７ｇ／ｃｍ３以下である、前記（１）から（１８）のい
ずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（２０）
　前記パッド型吸収性物品は生理用ナプキンである、前記（１）から（１９）のいずれか
１つに記載のパッド型吸収性物品。
（２１）
　前記前方コア部及び前記後方コア部の幅は、好ましくは６０ｍｍ以上であり、更に好ま
しくは７０ｍｍ以上であり、そして、好ましくは１００ｍｍ以下であり、更に好ましくは
９０ｍｍ以下である、前記（１）から（２０）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物
品。
（２２）
　前記前方コア部及び前記後方コア部の厚みは、好ましくは２ｍｍ以上であり、更に好ま
しくは２．５ｍｍ以上であり、そして、好ましくは７ｍｍ以下であり、更に好ましくは６
ｍｍ以下である、前記（１）から（２１）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（２３）
　前記前方コア部及び前記後方コア部の坪量は、好ましくは９０ｇ／ｍ２以上であり、更
に好ましくは１００ｇ／ｍ２以上であり、そして、好ましくは３００ｇ／ｍ２以下であり
、更に好ましくは２５０ｇ／ｍ２以下である、前記（１）から（２２）のいずれか１つに
記載のパッド型吸収性物品。
（２４）
　前記中間コア部の幅は、好ましくは３５ｍｍ以上であり、更に好ましくは４０ｍｍ以上
であり、そして、好ましくは７５ｍｍ以下であり、更に好ましくは７０ｍｍ以下である、
前記（１）から（２３）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（２５）
　前記中間コア部の前後方向の長さは、好ましくは６０ｍｍ以上であり、更に好ましくは
８０ｍｍ以上であり、そして、好ましくは１８０ｍｍ以下、更に好ましくは１７０ｍｍ以
下である、前記（１）から（２４）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（２６）
　前記高坪量低厚み部の幅は、好ましくは２ｍｍ以上であり、更に好ましくは３ｍｍ以上
であり、そして、好ましくは１０ｍｍ以下であり、更に好ましくは７．５ｍｍ以下である
、前記（１）から（２５）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（２７）
　前記中間コア部は、前記高坪量部の幅方向両側に位置する、前記低坪量部を含む一対の
側方部を有し、
　前記側方部の幅は、前記高坪量低厚み部の幅の、好ましくは２倍以上であり、更に好ま
しくは２．５倍以上であり、そして、好ましくは５倍以下であり、更に好ましくは４倍以
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下である、前記（１）から（２６）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
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